
 

                              
                              
                              
 
  

大規模災害や突発的な漏水事故への早期復旧を目的として、企業局独自の水道技術研

修を令和６年９月19日に開催しました。 

初めて企業局に配属となった初級職員を対象に、水道技術の基礎知識の習得や、研修

施設内の管路を用いて水の特性や弁操作、空気弁の分解清掃作業などを実践的に学びま

した。また、能登半島地震の復旧支援活動に従事した職員が講師を担当し、施設内の模

擬漏水箇所に止水金具を設置する作業など、研修生同志の連携が不可欠な応急復旧訓練

を実施し、より実効性の高いカリキュラムとなるよう工夫しました。 

研修施設として、実物サイズの管路を保有する水道事業体は限られるため、県内外の

自治体にもお声掛けし、全国から多数の自治体職員に御参加いただきました。 

 
  ～研修内容～ 

          
 

～研修の状況～ 
①水道技術の基礎講座 ②県内外自治体職員との交流 

 

 

  
③施設の操作訓練 ④応急復旧訓練 

  

 

研修内容 研修の詳細 

①水道技術の基礎講座  水道用語、水の特性、水道施設等の基礎知識を習得 

②県内外自治体職員との交流 愛媛県・山口県・福島県の水道事業の紹介 

③施設の操作訓練 研修施設を活用し、機器操作や特性の知識を習得 

④応急復旧訓練  研修施設を活用し、漏水復旧作業を体験 

企業局職員の水道技術力アップ!!  

～ 水道技術体験型研修を開催しました ～ 

企業局職員の水道技術力アップ!! 


